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1. 目的
1. 生活時間データの可視化

 仮想空間におけるアバターのリアルな行動を表現
 世帯員の関連行動、時間帯別行動

 英語表記や喜怒哀楽のある表現

2. リアルなデータの収集

 喜怒哀楽のある行動データ
 ユーザーが楽しむアプリ

 情報の損失がなく、正しく伝達

 ただし、このアプリの開発には費用と時間がかかる

 Python等のコードでの自動作成を目指す
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今回の取り組み
1. 音声、動画、テキストなどの異なるメディアを用いた生活
時間データの情報伝達における情報ロスと伝達効率の比
較・分析
 テキストは検索性や長期保存に優れている。

 音声や動画は直感的な理解を促進するが、索引化が難しく、情報劣化のリ
スクがある。

2. 各メディアが情報の伝達性や理解度に与える影響を検討

3. メディアの特性に応じた最適な伝達手法を提案を目指す。

 生活時間データの効果的な伝達方法の多様性を探る。
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２ アバター使った可視化アプリの現状

• 「ライフトラッカー」アプリの仕様
1.生活時間調査20の行動 → 行動の対象を拡大中
2. 24時間96コマ → 1440コマ（1分刻み）
3.夫婦のみの世帯 → 夫婦と子供2人
4.アバターと行動リストを連結 → 喜怒哀楽を追加
5.日本語 → 英語を追加
6.夫婦視点の行動を同時に表現（2画面）
 比較する対象は変更可能

※アプリの開発：株式会社プラージュ
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夫婦間の視点の相違１
• 1分刻みにしたことで、夫の行動に「ごみ捨て」が表示される
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夫婦間の視点の相違２
• 喜怒哀楽は本人のみが入力できる情報
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夫婦間の視点の相違３
• 悲しみから怒りへの気持ちの変化を表現
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最新の日本語・英語切り替えバージョン
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音声の機能なし
音声などの機能を自由に追加したい
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• 夫と妻の属性と1440コマの行動を登録
• ２つのファイル（夫の視点、妻の視点）で同時に表示
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EXCELファイルでのデータ作成（改訂後）

0時から1分刻み



Copyright ©2019Rissho University. All Rights Reserved.

• 夫の視点は、夫が入力しているので、喜怒哀楽を含む細かい
行動入力が可能
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EXCELファイルでのデータ作成（改訂後）
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行動データ管理表
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３ 可視化：情報伝達の最大化の検証
音声付きテキスト付き動画：
視覚と聴覚の両方を活用できるため、情報が最も効果的に伝達されます。テキストで内容を読みな
がら、音声で補足説明があることで理解が深める。

テキスト付き動画：
視覚的な要素（動画）とテキストの組み合わせで、視覚的な学習者にとって非常に効果的です。動
画で示される動作や手順をテキストで補足することで、情報の理解が向上する。

音声付き動画：
動画の視覚的な情報に加えて音声があるため、視覚と聴覚の両方で情報を受け取ることができます。
特に、ビジュアルコンテンツに補足説明を加えると効果的である。

動画のみ：
視覚的な情報がメインで、動きやデモンストレーションを通じて情報を伝えます。

音声のみ：
視覚的な情報がないため、理解には限界がある。
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実行時のテキスト情報
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Starting animation creation...
Saving temporary video file: 
f:/temp_daily_activity.mp4
Saving audio for frame 00:00、睡眠
Saving audio for frame 07:23、身の回りの
用事
Saving audio for frame 08:36、食事
Saving audio for frame 09:55、通勤・通学
Saving audio for frame 10:21、仕事
Saving audio for frame 15:47、学業
Saving audio for frame 15:52、家事
Saving audio for frame 16:56、介護・看護
Saving audio for frame 16:57、育児
Saving audio for frame 17:06、買い物

Saving audio for frame 17:19、移動（通勤・通学を
除く）
Saving audio for frame 17:32、テレビ・ラジオ・新
聞・雑誌
Saving audio for frame 18:48、休養・くつろぎ
Saving audio for frame 20:17、学習・自己啓発・
訓練（学業以外）
Saving audio for frame 20:21、趣味・娯楽
Saving audio for frame  20:45、スポーツ
Saving audio for frame 20:49、ボランティア活動
・社会参加活動
Saving audio for frame  20:50、交際・付き合い
Saving audio for frame 20:56、受診・療養
Saving audio for frame 20:58、その他
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グラフとテキストによる情報伝達
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Saving audio for frame 17:19、移動（通勤・通学を
除く）
Saving audio for frame 17:32、テレビ・ラジオ・新
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このグラフとテキストに加え、音声出力による時間と行動を出力
 このデータは、LIFE TRACKERで使用している擬似データです。
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男女・年齢階級別主行動と同時行動
（TV）

平成28年社会生活基本調査 匿名データを使用した集計
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デモ、または動画の再生
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ご清聴ありがとうございました。

質問等がございましたら、以下のメールアドレスに連絡願います。

shirakawa.kiyomi@rissho-univ.jp
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